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そもそもなぜデコード？

幸せや収⼊を上げること、ビジネスの発展などに 
最も重要なことは思考⼒である 
思考⼒を上げるために 

「メタ思考」を⾝につけねばならない 
↓ 

メタ思考が普段からすんなり出るために 
必要なもののひとつが「デコード⼒」



⼈の歴史と⼀個⼈の思考は同じ

抽象度を上げて⾔えば 
⼈類の歴史やテクノロジーの発展と 
⼀個⼈の進化成⾧は全く同じ構図を持つ 

↓ 

ヘーゲルの弁証法 
「テーゼ、アンチテーゼ、ジンテーゼ」



⼈の歴史と⼀個⼈の思考は同じ

⼈が進化成⾧するのに必要な指針は 
常に「いかにして⾃⼰をジンテーゼさせるか」
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ジンテーゼってなんやねん

新たな⾼次の概念による、⽭盾の解決。総合。 

⼈の悩みや問題は「⽭盾」に起因している 
〇〇だったらOKだけど△△だからできないなど 

⾃分でアウフヘーベンからの 
ジンテーゼに上がることができれば 

サクサク問題解決の毎⽇



ジンテーゼマンになるために

テーゼはいうなれば「今の⾃分」 
アウフヘーベンにいく前段階で 

「今の⾃分を否定する意⾒」を⾃ら出さねばならない 
↓ 

つまり、コードに対するデコード 
↓ 

デコード⼒をつけるというのは 
⾃分の進化成⾧、ひいては⾃由や豊かさのためである



デコードを⽇常に持ち込もう

ほとんどの⼈は「今の⾃分を否定する」ということに 
意識がいかない、発想がない 

逆に常時ジンテーゼを意識する⼈間は 
いかにして今の⾃分を否定してやろうかと 

⽬論んでいると思え 
↓ 

つまり 
デコードを⽇常的にやれ



デコードライフは⾮常に楽しい

哲学を学ぶ者の多くはデコードに対して 
難解なイメージを持っていたり 

特別な才能や頭のよさがないとできないような 
先⼊観があったりする 

デコードに対して「悪」や「劣」のイメージ 



デコードライフは⾮常に楽しい

真のジンテーゼマンは 
デコードに満ちた⽇常を 

おもしろおかしく暮らしている 

デコード、すなわち「善」であり「優」である 



デコードが⽇常になると・・・

テーゼ、コードへの重要視が薄れる 
重要視が薄れれば⾃然とデコードに意識が向く 

↓ 
サクサクデコードが出るようになれば 
勝⼿にアウフヘーベンに向かうようになる 
（⼈は本能的に⽭盾が気持ち悪いため 
⽭盾にならない理論を⽣み出そうとする） 

↓ 
情報層が上がるとか、⾏動が変化するとか



デコードを⽇常に取り⼊れる⽅法



デコードを⽇常に取り⼊れる⽅法

その１ 

⾝の回りのものが 
全部、ウソだったら？ 
夢だったら？ 

とニヤニヤしながら考える 



デコードを⽇常に取り⼊れる⽅法

参考映画：ジム・キャリー主演　 

「トゥルーマン・ショー」 

主⼈公の⽇常はすべて 
リアリティショーとして全世界で放送されている 

実際問題、根底にある「真偽」は 
誰にも証明できない 

全部⾃分をだますためのウソかも、夢かも 
という視点でモノゴトを⾒てみよう



デコードを⽇常に取り⼊れる⽅法

その２ 

新概念を勝⼿に作るごっこ 
⾒るもの聞くもの触れるものすべてに 

勝⼿に新概念を加える 



デコードを⽇常に取り⼊れる⽅法

例：「ゴキブリ＝超かわいいもの」 

ゴキブリを⾒た時に反射的に嫌悪感を感じつつ 
「超かわいい～」と⾔う、思う 

例：「ガム＝⽕星⼈の陰謀」 

噛むたびに⼈間の脳のデータが⽕星に送られている 
ガムを作っている会社は⽕星⼈が運営 



デコードを⽇常に取り⼊れる⽅法

その３ 

勝⼿に関連付け遊び 
（オヤジギャグとか⾼度な下ネタとかはコレ） 

⼀⾒関連性のなさそうなものを 
無理やりくっつけて関係性を作る 



デコードを⽇常に取り⼊れる⽅法

猫と核兵器 

⾦正恩とふわふわのパンケーキ 

iPhoneとandroid 

令和とレオナルドダヴィンチ 

青酸カリとハローキティ



デコードライフ歴＝年齢 
ジャーマネの幼少期

絵本やアニメなど、幼児向け作品に対して 
いちいち別のラストシーンを考えたり 

登場⼈物を増やして別のストーリーにしたりしていた 

架空の友達の設定を細部まで細かく作って 
実際いるかのように親に話してどこまで騙せるか 

先⽣や公的職務の⼈のプライベートを 
勝⼿にイメージしていた



デコードライフ歴＝年齢 
ジャーマネの現在

広告やコピーを⾒てソレを作った⼈間の⼈格を推測 

ネット上のコンテンツから系譜や原泉を推測 

プラットフォームごとの 
ユーザー傾向に合わせて⼈格を変える（スキゾ） 

感情のコンテンツ化



デコード⼒＝想像⼒

デコード⼒は想像⼒と⽐例する部分が⼤きい 
想像⼒は元々の資質とは無関係 

経験と習慣、⼈間関係や環境で培われる 

想像⼒はそのまま創造⼒である 

デコード⼒が上がれば 
まだ知らない場所に⾏けると思って間違いない




